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候補技術説明書

技術名称
（和文）
（英文）
候補者の氏名と所属

1. 技術の概要

2. 技術の内容
(1) 独創性・革新性
イ） 当該分野の既往技術の水準と、候補技術の優位性

ロ） 候補技術の独創的な部分

(2) 評価の側面（有効性、応用性、汎用性等）

(3) 技術における候補者の役割

3. 導入実績



候補技術説明書の作成要領

候補技術説明書は以下に従い作成してください。

項目
技術名称: 
和文と英文を書いてください。
候補者の氏名と所属: 
個人（4名まで）の場合は、候補者全員の氏名と所属（勤務先名称・所在地）を列挙してください。グループの場合は、グループ名と、代表者１名の氏名、所属（勤務先名称・所在地）を記載してください。
1. 技術の概要: 
候補技術について、近年※）導入されたことがわかるように概要を記述してください。過去に応募歴がある場合は、前回の応募時からの技術内容の変化についても説明を加えてください。
※）原則として過去５年以内
2. 技術の内容
(1) 独創性・革新性
イ） 当該分野の既往技術の水準と、候補技術の優位性: 
既往の技術に対する候補技術の優位性がわかるように説明してください。
ロ） 候補技術の独創的な部分: 
候補技術の独創性について、具体的に説明してください。
(2) 評価の側面（有効性、応用性、汎用性等）: 
独創性・革新性以外でアピールしたい側面があれば、この項目に記入してください。
(3) 技術における候補者の役割: 
個人の場合は候補者全員について、グループの場合は主要な構成員について、それぞれが果たした役割を、候補技術の確立への関与がわかるように説明してください。
3. 導入業績: 
関連特許（あれば記載してください）
文献リスト（あれば記載し、コピーを添付してください）
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